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計算機実験によって発見されたAlder転移 (2粒子間に斥力だけが働 くという系での固
体 一済体の相転移 )は;はたして自然界に実在するのであろうか ? 我々はその顕著な一
例として単分散ラテックスにおける相転移 を紹介する｡
,ラテックスの発色はラテックス粒子Cj規則的 3次元配列構造による可視光のBragg反射
によることは既に明 らかになっているが,近年になって,構造形成 を2粒子間に働 く引力




少- 守 宮 a･粒子の半径
だけによって決定 される｡計算機実験によれば
すく0.50 無秩序 (液体 )状態
～ 秩序 ･無秩序 (固 ･液 )共存状態






発色 している単分散 ラテックスに電解質 (例えば, KCe)を加えると発色は消え,逆
に発色 していない乳白色の試料から電解質 を取除いていくと,発色するようになるOすな























>0.55 固体状態 (結晶相 )
(5)












約 50A の非イオン活性剤の吸着層をつけ 発色と非発色の条件･ 実線 :実験値･点線 :


































い o Lかしこの場合,ラテックス粒子は有機相中 で膨む (膨潤効果 )ことを考えに入れな
くてはならない｡膨潤度 rは, Einsteinの式
可r; 1+ 2･5r¢ (6)
から,粘度測定によって求 めることができる｡ そのγを用いてラテックスの実効粒子濃度
γ¢を計算すると,いずれの試料 に対 しても,発色限界は4270という億を与える (第 1






第 1表 有機相中の単分散 ラテックス
の発色 と膨潤度の関係
く,格子欠陥,転位等も顕微鏡 を使 って 試料
直接に観察される｡粒子径の違 った 2種


























結晶模型 " 科学j旦 (1972)646
を掲げておく｡ 参考文献はその文末を参照されたい｡
液体 ･固体における原子の運動






分子力学の方法で必要な諸量を求める際, system size,すなわち粒子数 Nをいくつに
選ぶかが重要である｡物理的には,たとえば g(r)は大きな rで, S(Q)は小さなQで
N-dependenceが強く現われるなど,物理的側面からの制約と,もーつはわれわれの使
用できる計算機の時間をどのくらい確得できるかという研究環境の側面である｡ われわれ




状態方程式 L､ivermore,OrsayグループのN-500,864 の場合, とくに転移点
近傍での大きなゆらぎのため,相当長時間の計算 を要しているが,N-32では最 も容易
に求めることができ,しかもHooveJrらのN-500の場合との一致は極めてよいことが明
らかとな云た.理由は周期的境界条件が一種の cell的役割をし, cell中の粒子が32ケ
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